
68
２８ ４ １５

旧水俣高校商業科棟を活用した水俣環境アカデミア旧水俣高校商業科棟を活用した水俣環境アカデミア



No.68

2

 

総
務
産
業
委
員
会

《
新
た
な
条
例
制
定
》

●
水
俣
市
職
員
の
退
職
管
理
に
関
す
る
条

例
の
制
定

●
水
俣
市
行
政
不
服
審
査
会
条
例
の
制
定

●
行
政
不
服
審
査
法
の
施
行
に
伴
う
関
係

条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
の
制
定

●
水
俣
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
組
織
及

び
運
営
等
に
関
す
る
条
例
の
制
定

●
水
俣
市
空
家
等
の
適
切
な
管
理
に
関
す

る
条
例
の
制
定

《
現
行
の
条
例
改
正
》

●
水
俣
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

●
水
俣
市
議
会
等
に
出
頭
し
た
選
挙
人
等

に
対
す
る
実
費
弁
償
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定

●
水
俣
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定

●
水
俣
市
職
員
退
職
手
当
支
給
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

●
水
俣
市
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の

職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

●
水
俣
市
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の

公
表
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定

●
水
俣
市
高
等
教
育
・
研
究
活
動
拠
点
施

設
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定

●
水
俣
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

●
水
俣
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定

●
水
俣
市
部
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定

 

厚
生
文
教
委
員
会

《
現
行
の
条
例
改
正
》

●
水
俣
市
障
害
者
計
画
等
策
定
審
議
会
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

●
水
俣
市
母
子
家
庭
等
日
常
生
活
支
援
事

業
の
負
担
金
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定

●
水
俣
市
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
指
定
地

域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、

設
備
及
び
運
営
に
係
る
規
準
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

●
水
俣
市
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
指
定
地

域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業

の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
並
び
に
指
定

地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係

る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援

の
方
法
に
係
る
規
準
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

条

例

条

例

予

算

予

算

条
例
の
制
定
５
件
、
改
正
14
件
可
決

【平成28年度会計別当初予算】
（千円、％）

区　分
会計別 平成28年度 平成27年度 前年度比

一般会計 15,424,055 14,777,222 4.4%

国民健康保険 4,905,688 4,604,316 6.5%

後期高齢者医療 389,202 387,011 0.6%

介護保険 3,357,828 3,475,934 －3.4%

公共下水道 1,244,662 1,525,278 －18.4%

水道事業（※） 357,193 401,971 －11.1%

病院事業（※） 6,948,158 7,013,397 －0.9%

合　　計 32,626,786 32,185,129 1.4%

※企業会計の数値は収益的支出の額

３月定例会の報告３月定例会の報告
平成28年度一般会計予算・条例平成28年度一般会計予算・条例
の制定などを可決の制定などを可決
　平成28年第１回定例市議会が２月23日（火）から３月17日（木）までの24日間開かれました。
　市長から条例制定、改正、28年度予算などの議案が提出され、議案の審議や市政に対する一般質問を行
いました。
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主
な
新
規
事
業

●
地
域
情
報
化
整
備
事
業４

，
１
０
５
万
円

　

公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
Ｗ
ｉ

Ｆ
ｉ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
）
を
市
内
４
カ
所
（
総
合

体
育
館
・
ま
つ
ぼ
っ
く
り
・
湯
の
鶴
観

光
物
産
館
「
鶴
の
屋
」・
新
水
俣
駅
）
に

整
備
し
、
観
光
や
災
害
情
報
発
信
に
役

立
て
ま
す
。

●
水
俣
環
境
ア
カ
デ
ミ
ア
施
設
管
理
費

１
，
７
６
５
万
円

　

所
長
（
学
識
経
験
者
）
報
酬
、
人
件

費
、
管
理
費
等
で
す
。

●
家
庭
部
門
低
炭
素
総
合
事
業

３
，
１
４
５
万
円

　

水
俣
市
の
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標

（
Ｈ
62
年
ま
で
に
Ｈ
17
年
比
50
％
削

減
）
を
達
成
す
る
取
り
組
み
の
一
つ
。

市
産
木
材
を
利
用
し
た
増
築
や
CO2
削
減

効
果
の
あ
る
機
器
の
設
置
に
対
し
、
新

築
改
築
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

●
病
児
保
育
事
業

１
，
１
３
５
万
円

　

子
ど
も
が
病
気
で
通
常
の
施
設
に
預

け
ら
れ
な
い
場
合
に
、
医
師
等
と
の
連

携
が
と
れ
る
場
所
で
一
時
的
に
保
育
を

行
い
ま
す
。

●
子
ど
も
・
子
育
て
世
帯
応
援
事
業

６
０
０
万
円

　

出
生
時
に
お
祝
い
金
と
し
て
一
人
３
万

円
を
贈
呈
し
ま
す
。

●
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
構
築
事
業

４
，
０
３
６
万
円

　

水
俣
市
に
お
け
る
今
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

供
給
の
あ
り
方
を
専
門
家
・
市
民
共
同
で

考
え
、
プ
ラ
ン
を
策
定
し
ま
す
。

●
農
作
業
支
援
事
業

１
７
３
万
円

　

高
齢
化
に
伴
い
農
繁
期
の
作
業
依
頼
が

増
え
て
い
ま
す
。
依
頼
者
の
負
担
を
軽
く

す
る
為
、「
そ
れ
い
ゆ
ア
グ
リ
」
へ
の
作

業
料
金
一
人
一
日
あ
た
り
９
，
２
８
０
円

に
対
し
、
２
，
６
８
０
円
を
補
助
し
ま
す
。

●
松
本
眞
一
同
朋
奨
学
金
給
付
事
業
（
Ｈ

28
年
度
分
）

９
６
万
円

　

故
松
本
眞
一
氏
（
桃
山
学
院
大
学
名

誉
教
授
・
葛
渡
出
身
）
の
寄
付
に
よ
り

設
立
さ
れ
た
給
付
型
奨
学
金
が
初
め
て

４
名
の
学
生
に
給
付
さ
れ
ま
す
。
月
額

２
万
円
で
正
規
の
就
学
期
間
中
受
け
ら

れ
ま
す
。

そ
の
他
の
主
な
事
業

 
総
務
産
業
委
員
会

●
防
災
行
政
無
線
整
備
事
業

５
億
９
，
６
４
８
万
円

●
水
俣
芦
北
広
域
行
政
事
務
組
合
負
担
金

（
消
防
費
） 
３
億
８
０
２
万
円

●
牧
ノ
内
団
地
１
号
棟
建
設
工
事
他

２
億
６
，
６
２
５
万
円

●
牧
ノ
内
・
大
迫
線
道
路
改
良
事
業

１
億
３
９
１
万
円

●
市
道
強
化
舗
装
工
事
他９

，
６
１
５
万
円

●
水
俣
駅
周
辺
整
備
事
業７

，
０
０
０
万
円

　

屋
根
付
き
駐
輪
場
の
設
置
、
バ
ス
停

留
所
・
待
合
室
の
設
置
、
植
栽
等
を
行

い
ま
す
。

●
地
方
バ
ス
路
線
維
持
対
策
事
業

５
，
６
７
３
万
円

●
水
俣
川
河
口
臨
海
部
振
興
構
想
事
業

５
，
５
１
９
万
円

　

河
口
護
岸
を
埋
め
立
て
て
道
路
を
整

備
す
る
事
業
の
環
境
ア
セ
ス
調
査
や
設

計
業
務
委
託
料
等
で
す
。

●
消
防
団
活
動
費 

４
，
９
９
４
万
円

●
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
費
補
助
金

３
，
５
７
７
万
円

●
消
防
防
災
施
設
整
備
事
業２，

９
２
６
万
円

　

水
道
配
水
管
工
事
に
伴
う
消
火
栓
取

替
工
事
負
担
金
や
防
火
水
槽
設
置
工
事

等
で
す
。

地方交付税
5,000,000
32%

その他
385,371
3%

諸収入
439,747
3%

繰入金
377,882
2%

市税
2,853,728
19%

その他各種
交付金など
622,920
4%市債

2,074,000
13%

県支出金
1,397,873
9%

国庫支出金
2,272,534
15%

総務費
1,665,758
11%

民生費
5,675,307
37%

衛生費
2,014,009
13%

農林水産業費
324,260
2%

商工費
408,285
3%

議会費
153,665
1%

公債費
1,398,750
9%

教育費
1,166,368
8%

消防費
1,004,676
6%

土木費
1,597,955
10%

○平成28年度一般会計予算　歳入 ○平成28年度一般会計予算　歳出
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●
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
作
成
及
び
メ
デ
ィ
ア
発

信
委
託
料 

２
，
８
３
０
万
円

　

観
光
誘
客
事
業
の
一
環
で
、
水
俣
の

新
し
い
イ
メ
ー
ジ
を
発
信
し
ま
す
。

●
ふ
る
さ
と
大
好
き
寄
附
金
事
業

２
，
６
６
１
万
円

　

ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
へ
の
委
託
料
や

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
の
返
礼
品
を
充
実

さ
せ
る
等
で
寄
附
額
ア
ッ
プ
を
目
指
し

ま
す
。

●
み
な
ま
た
環
境
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

２
，
６
０
０
万
円

　

水
俣
環
境
ア
カ
デ
ミ
ア
が
い
よ
い
よ

供
用
開
始
す
る
に
あ
た
り
、
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
に
ふ
さ
わ
し
い
イ
ベ
ン
ト
（
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
・
市
民
講
座
等
）
を
準
備
し

ま
す
。

●
漁
港
施
設
等
維
持
管
理
費１，

６
２
０
万
円

　

茂
道
漁
港
物
揚
場
改
修
工
事
１
，

０
０
０
万
円
等
が
主
な
事
業
で
す
。

●
戸
建
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
補
助
金

１
，
５
０
０
万
円

●
公
園
整
備
関
係
経
費

２
，
１
４
３
万
円

　

市
内
公
園
や
緑
地
広
場
の
管
理
等
の

業
務
委
託
、
老
朽
化
施
設
の
改
修
を
行

い
ま
す
。

●
青
年
就
農
給
付
金

１
，
８
７
５
万
円

　

若
手
農
業
者
を
育
成
・
確
保
す
る
た

め
の
支
援
で
す
。

●
参
議
院
議
員
選
挙
費

１
，
６
５
５
万
円

●
湯
の
児
海
岸
線
防
護
柵
設
置
工
事

１
，
４
２
６
万
円

●
市
渡
瀬
橋
、
仁
王
木
橋
補
修
工
事

１
，
４
０
１
万
円

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
事
業

１
，
３
４
１
万
円

●
並
行
在
来
線
第
三
セ
ク
タ
ー
鉄
道
事
業

１
，
１
３
７
万
円

●
商
工
会
議
所
事
業
費
補
助
金

１
，
０
３
１
万
円

●
移
住
定
住
促
進
事
業

９
８
１
万
円

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
３
名
分
の
報
酬

等
を
含
め
て
、
若
者
の
定
住
や
市
外
か

ら
の
移
住
者
を
増
や
す
こ
と
を
目
的
と

し
ま
す
。

 

厚
生
文
教
委
員
会

●
自
立
支
援
給
付
費９

億
４
，
７
８
３
万
円

●
明
水
園
施
設
整
備
費５億

３
，
７
９
２
万
円

　

個
室
９
床
を
増
築
し
、
入
園
者
の
療

養
環
境
の
改
善
を
図
り
ま
す
。

●
水
俣
芦
北
広
域
行
政
事
務
組
合
負
担
金

（
ご
み
処
理
費
） 

３
億
８
，
３
８
８
万
円

（
し
尿
処
理
費
） 

１
億
５
，
７
４
７
万
円

●
清
掃
施
設
管
理
運
営
委
託
料

１
億
５
，
２
１
８
万
円

　

資
源
ご
み
・
可
燃
ご
み
収
集
、
粗
大

ご
み
処
理
機
運
転
等
の
委
託
料
で
す
。

●
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
事
業

１
億
６
，
６
２
８
万
円

　

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
水
俣
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
内
に
あ
る
銅
銭
鋳
造
跡
の

発
掘
調
査
委
託
料
で
す
。

●
文
化
会
館
吊
り
天
井
改
修
に
係
る
経
費

１
億
４
２
８
万
円

●
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業９，

１
８
２
万
円

　

中
学
３
年
生
ま
で
の
子
ど
も
の
医
療

費
を
助
成
す
る
も
の
で
す
。

●
予
防
接
種
事
業 

８
，
４
８
８
万
円

●
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

４
，
４
７
８
万
円

●
地
域
生
活
支
援
事
業 

４
，
４
０
０
万
円

　

障
が
い
者
（
児
）
の
福
祉
の
増
進
を

図
る
も
の
で
す
。

●
袋
中
学
校
外
壁
改
修
工
事
に
係
る
費
用

４
，
０
９
８
万
円

●
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
事
業

４
，
０
０
０
万
円

●
学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化
及
び
多
目
的
ト

イ
レ
の
設
置
に
係
る
費
用

３
，
６
４
２
万
円

　

水
東
小
と
水
俣
二
中
の
ト
イ
レ
改
修

工
事
を
行
い
ま
す
。

●
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
事
業３

，
１
３
４
万
円

　

生
ご
み
処
理
・
有
害
ご
み
処
理
委
託

料
１
，
７
３
６
万
円
、
リ
サ
イ
ク
ル
推

進
事
業
助
成
金
１
，
０
６
０
万
円
等
が

主
な
事
業
で
す
。

●
私
立
保
育
所
の
大
規
模
修
繕
へ
の
補
助

２
，
５
５
８
万
円

●
水
俣
病
公
式
確
認
60
年
事
業
補
助
金

２
，
０
０
０
万
円

●
延
長
保
育
促
進
事
業

１
，
１
０
６
万
円

■
人
事
案
件
を
承
認

　

人
権
擁
護
委
員　

平
尾
雅
述
氏
（
栄

町
）
新
任
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■
一
般
会
計

○
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金

１
億
８
，
０
０
０
万
円

○
初
恋
の
ま
ち
づ
く
り
実
行
委
員
会
補
助

１
，
２
８
０
万
円

○
観
光
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
事
業
負
担
金 

７
０
０
万
円

　

湯
の
児
に
ダ
イ
ビ
ン
グ
、
湯
の
鶴
に

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
等
の
愛
好
家
を
呼
び
込

む
た
め
の
観
光
商
品
開
発
事
業
で
す
。

　

ま
た
、
観
光
Ｐ
Ｒ
動
画
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
ス
ポ
ッ
ト
広
告
と
し
て
配

信
し
ま
す
。（
新
規
事
業
）

■
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

○
療
養
給
付
費
負
担
金

６
，
１
２
１
万
円

■
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

○
県
広
域
連
合
保
険
基
盤
安
定
分
担
金
納

付
金 

△
５
６
万
円

■
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

○
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

△
１
億
９
７
５
万
円

○
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
金

△
３
，
６
８
５
万
円

　

２
つ
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
は
介

護
事
業
所
の
廃
止
や
要
介
護
認
定
者
数

の
見
込
み
数
に
対
す
る
実
績
減
に
よ
っ

て
共
に
減
額
さ
れ
ま
し
た
。

■
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

○
白
浜
雨
水
ポ
ン
プ
場
改
築
更
新
工
事
委

託
料 

△
１
億
２
，
９
５
０
万
円

　

Ｈ
28
年
度
に
事
業
を
繰
り
越
し
た
た

め
で
す
。

○
浄
化
セ
ン
タ
ー
改
築
更
新
実
施
設
計
業

務
委
託
料
他 

△
４
，
４
４
４
万
円

■
水
道
事
業
会
計

○
管
路
整
備
費 

△
２
，
２
４
１
万
円

平成27年度補正予算を可決平成27年度補正予算を可決

【平成27年度会計別補正予算】
（千円）

会 計 名 補正額 補正後の額

一般会計 355,061 16,201,826

国民健康保険 64,358 4,866,484

後期高齢者医療 △ 2,841 382,958

介護保険 △ 196,278 3,298,567

公共下水道 △ 221,405 1,295,937

水道事業（収益的支出） 850 402,289

水道事業（資本的支出） △ 25,849 475,888

《意見書》
奨学金制度の充実等を求める意見書（採択）

　１．高校生を対象とした給付型奨学金制度を拡充し、大学生等を対象とした給付型奨学金制度を創設す
ること

　２．無利子奨学金を充実させ、延滞金制度の加算利息については、さらに引き下げ、所得に応じた無理
のない返済制度を創設すること

　３．有利子奨学金の利率を引き下げること
　４．返還猶予、返還免除、減額返還などの救済制度の条件の緩和、周知と拡充を図り、柔軟に適用させ

ること
　５．大学等の授業料免除制度を充実し、高等教育の学費の引き下げを図ること

《請願》
　・ＴＰＰ協定を国会で批准しないことを求める請願（継続）

《陳情》
　・原子力規制委員会に対して、川内原子力発電所免震重要棟建設問題についての対応を求める陳情（継続）
　・九州電力株式会社に対して、川内原子力発電所免震重要棟建設問題についての対応を求める陳情（継続）
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◎視察メンバー

田口憲雄委員長　　　桑原一知　　髙岡朱美　　福田斉

谷口明弘副委員長　　塩﨑達朗　　谷口眞次　　牧下恭之

◎視察日程

１月19日（火）　大分県豊後高田市「学びの21世紀塾事業」について

１月20日（水）　大分県別府市「別府市共生社会形成事業」について

１月21日（木）　宮崎県都城市「スポーツ拠点施設整備事業」について

◎視察内容

１　「学びの21世紀塾事業」

　「豊かな心」「確かな学力」「健やかな体」を培うことを

目的に、土曜日や放課後、空き時間等を利用して寺子屋講

座、文化活動やスポーツ活動が行われており、これらの講

師には、市民や元教職員の皆さんがあたっている。

　県内学力診断では、14年前は下から２番目であったが、

現在は８年連続で、県内トップクラスになった。

　また、市内に１校ある県立高田高校の在校生の支援等も

行っている。

２　「別府市共生社会形成事業」

　障がい者手帳所有者の全国的な増加傾向や障がい者の保護

者の高齢化等が県平均よりも上回っている現状もあり、点字

ブロックの設置や公共施設へのスロープ設置等、障がい者と

健常者の共生社会の形成に取り組んでいる。

３　「スポーツ拠点施設整備事業」

　４町が合併したことから、野球場５ヵ所、陸上競技場

４ヵ所、総合体育館６ヵ所を所有することになり、プロ

サッカーチームの合宿誘致をはじめ、全国からスポーツ合

宿の誘致に取り組んでいる。また、施設老朽化整備も同時

に取り組んでいる。

厚 生 文 教 常 任 委 員 会 視 察 報 告
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◎視察メンバー

野中重男委員長　　田口憲雄副委員長　　谷口明弘　　藤本寿子

◎視察日程

２月２日　福岡県宗像市「質問回数制限なし制度、事業評価、議員座談会」について
　　　　　福岡県篠栗町「タブレット端末による議会運営」について
２月３日　福岡県嘉麻市「議会ペーパーレス化事業」について

◎視察内容

１　宗像市

【質問回数制限なしについて】代表質問と一般質問で決め
られた時間内で実施している。質問が細部に及ぶため本題
が深まり好評である。
【事業評価について】各常任委員会が事業をリストアップ
し、その事業を市民参加も得て公益性（必然性）、必要性、
費用対効果、成果の４つの視点で評価するもの。
【議員座談会について】これまで議会報告会として実施し
ていた。しかし、説明中心であり、それでは面白くないと
して議題を決めて自由に討論する懇談会にしている。

２　篠栗町

【タブレット端末による議会運営について】タブレットを
使って予算説明など行い、各種の議員への連絡がスムーズ
にいくようになった。導入には55台のタブレットを入れて
900万円かかった。タブレット本体はキャンペーン期間中
だったため、費用はかかっていない。毎年通信費で300万円、
保守点検に100万円かかっている。通信費は月額１台５～
６千円かかる。紙資源の節約にはなる。

３　嘉麻市

【議会ペーパーレス化事業について】平成25年から議運で
協議をはじめ、約１年半で導入した。26年９月定例議会か
ら紙とタブレットの並行運用開始。
　資料受け取りがスムーズ、資料の携行、過去の資料もタ
ブレットの中から出せる。資料の保管が簡単、資料の検索
が容易になった。
　費用は、購入代金はキャンペーン期間中のため０円。通
信費は年450万円。
　紙に比べ約240万円の削減ができる。

議 会 運 営 委 員 会 視 察 報 告
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厚 生 文 教厚 生 文 教総 務 産 業総 務 産 業
　条例の改正４件、当初予算５件、指定管理者の
指定３件。

●議第19号　平成28年度水俣市一般会計予算中付

託分について

　水俣病環境学習交流会議の具体的内容について
討論があり、引き続き、自由討議を行い、一般質
問での答弁が不十分で明確な答弁がなかったが、
委員会の質疑で理解が深まった。今後、さらに事
業の具体性を図るとともに、事業計画の進捗状況
については、随時、委員会への報告を条件に認め
ることとしたいとの結論に至った。

●議第20号　平成28年度水俣市国民健康保険事業

特別会計予算について

質疑―歳入の一般被保険者国民健康保険税が前年
度に比べて、大きく減った理由は何か

答弁―賦課方式を４方式から資産割を廃止し、３
方式に変更した影響もある。

●議第22号　平成28年度水俣市介護保険特別会計

予算について

質疑―在宅医療・介護連携支援センター事業委託
料の具体的内容はどうなっているのか

答弁―医師会を中心に、地域医療と介護の連携に
関する課題の抽出と対応策及び介護者向け
の勉強会等の実施について、現在検討中で
ある。

●議第24号　平成28年度水俣市病院事業会計予算

について

質疑―今後の患者を増やすための方策をどう考え
ているのか

答弁―昨年の12月10日からくまもとメディカル
ネットワークの運用が始まり、医療機関等
の利用施設をネットワークで結んでいる。
患者の参加同意を得て、病歴や検査データ
等の必要な情報を利用施設間で共有するこ
とで、効率的で質の高いサービスを患者に
提供することができる。

●水俣市空家等の適切な管理に関する条例につい

て

質疑―遠方に居住する空き家所有者に対する市の
責務はどうなっているのか

答弁―まず空き家の所有者を調査、文書の送付、
現状写真の送付、連絡のない場合民法に関
する書類の送付をする。市の条例に記述の
ない事項については法に準じて代執行を行
う。

●水俣市高等教育・研究活動拠点施設の設置に伴

う、施設運営及び管理体制について

質疑―アカデミア所長の選考基準についてはどう
か

答弁―特別な基準はないが、専門的な知見、対外
的に国、県と交渉ができるか、また実績な
どが重要な基準である。

●庁舎建て替えについて

質疑―庁舎建て替え時期についてどのように考え
ているか

答弁―建築需要や資材価格の高騰を考慮し、2020
年の東京オリンピックの終了を目途に考え
ている。

●水俣市部設置条例の一部を改正する条例の制定

質疑―現在の水俣市の人口規模において新たに部
を設置する必要があるのか。過去には部制
を廃止した経緯がある。逆行するのではな
いか

答弁―総務企画部を総務部と総合政策部に分け、
現行の福祉環境部と産業建設部を合わせて
４部体制にする。他の部門との連携を密に
し、スムーズにスピード感を持って重要施
策を前に進めることができる。

質疑―新しい部に配置する人員について、総務企
画部と同じ人員の配置であれば、スピード
感は変わらないのではないか

答弁―過去に経験し業務をこなせる人材や企画力
を持った人材をピックアップし総合政策部
に集めて、重要施策など機動的にスピード
感を持って取り組む。人員配置については
横断的、機動的に動ける人材を配置する。

意見―部設置後も委員会の答弁が実行されていく
か監視し、推進されていくことを条件に認
めることとする意見があった。

＊各常任委員会で交わされた主な質疑の内容です。
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　３月定例会では、10人の議員が一般質問を行い

ました。

　水俣市は１人70分以内で、１テーマにつき３回

まで質問できます。議会だよりでは、スペースの

都合上、質問と答弁の一部を掲載しています。

●藤本　寿子
　１．水俣市の「文学館」実現
　２．水俣市の不登校児童の現状
　３．川内原子力発電所再稼働後の市民の安

全を守る施策
●中村　幸治
　１．水俣市地域公共交通網形成計画
　２．市道管理
　３．肥薩おれんじ鉄道水俣駅の管理と水俣

駅周辺整備事業
●野中　重男
　１．水俣病被害者救済
　２．水俣病資料館の展示
　３．水俣川河口臨海部振興構想事業
　４．所得が少ない保護者の保育料軽減
●髙岡　利治
　１．平成28年度施政方針
　２．木質バイオマス発電事業
●小路　貴紀
　１．平成28年度施政方針における市長所

信表明
　２．地場企業との連携
　３．ふるさと納税

●髙岡　朱美
　１．未婚の母及び父の寡婦（夫）控除みな

し適用
　２．水俣市障がい者計画
　３．イノシシ被害対策
●塩﨑　達朗
　１．観光振興
　２．移住定住の促進
　３．市長主催のランチミーティング
●谷口　明弘
　１．自然災害にみるライフラインの維持確保
　２．水俣高校の定員割れ
　３．確かな学力を身に着けさせる学校教育

の実現
　４．ふるさと納税
●岩阪　雅文
　１．地方創生における政府機関の地方移転
　２．小中学校の一貫教育の具体的推進
　３．競り舟の老朽化対策と今後の大会運営
　４．自転車のまちづくりの具体的推進
●桑原　一知
　１．平成28年度施政方針及び当初予算
　２．鳥獣被害対策
　３．消防団と防災対策



10

No.68

問　

水
俣
市
出
身
の
文
学

者
は
ど
の
よ
う
な
人
か

答　

文
筆
家
と
し
て
重
鎮

で
あ
る
徳
富
蘇
峰
、
弟
の

蘆
花
、
詩
人
淵
上
毛
銭
、

民
俗
学
者
・
作
家
・
歌
人

で
あ
る
谷
川
健
一
、
弟
の

雁
が
あ
げ
ら
れ
る
。

問　

こ
れ
ら
の
文
学
者
の

作
品
が
後
世
の
人
々
に
ど

の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る

と
思
う
か

答　

水
俣
の
自
然
、
歴
史
、

文
化
を
知
り
、
郷
土
水
俣

に
誇
り
を
持
ち
、
心
豊
か

に
生
き
て
い
く
力
に
な
る
。

問　

「
川
内
ま
ご
こ
ろ
文 藤本　寿子  議員

水俣市の「文学館」実現を

水
俣
市
出
身
の
文

学
者
の
再
評
価
を

学
館
」
は
、
総
合
計
画
に

上
げ
て
か
ら
15
年
検
討
が

続
い
た
。「
環
境
ア
カ
デ

ミ
ア
」
そ
の
他
の
外
の
力

も
借
り
な
が
ら
、
市
民
協

水
俣
市
の
不
登
校
児
童
の
現
状
は

働
で
進
め
て
い
っ
て
欲
し

い
と
思
う
が

答　

検
討
は
し
て
頂
き
た

い
と
思
う
。

川
内
原
子
力
発
電
所
の
放
射
能

災
害
か
ら
市
民
を
守
れ
る
の
か

問　

過
去
５
年
間
で
、
増

加
傾
向
に
あ
る
の
か

答　

平
成
24
年
度
か
ら
増

加
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
今

年
度
は
減
少
し
て
い
る
。

問　

不
登
校
に
な
っ
て
い

る
原
因
は
、
ど
の
よ
う
な

こ
と
か

答　

総
じ
て
言
う
と
情
緒

的
混
乱
が
82
％
で
あ
る
。

問　

国
の
方
も
「
誰
も
が

不
登
校
に
な
る
」
と
い
う

問　

親
や
子
ど
も
の
立
場

に
な
っ
て
、
積
極
的
な
居

場
所
づ
く
り
、
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
等

の
充
実
も
図
っ
て
欲
し
い

答　

今
後
、
検
討
し
て
い

き
た
い
と
思
う
。

視
点
で
親
や
子
ど
も
に
接

す
る
べ
き
と
言
っ
て
い
る

が
子
ど
も
た
ち
へ
の
対
応

は答　

学
校
と
し
て
は
担
任
、

養
護
教
諭
等
が
、
学
習
面

や
生
活
面
で
指
導
及
び
助

言
を
行
う
。
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
等
、

専
門
家
か
ら
の
対
応
に
加

え
て
「
自
立
支
援
室
」
も

設
け
て
い
る
。

問　

１
月
26
日
、
市
民
向

け
説
明
会
で
九
州
電
力
は

「
事
故
は
起
こ
ら
な
い
の

か
」
と
い
う
問
い
に
ど
の

よ
う
に
答
え
た
の
か

答　

「
科
学
的
に
安
全
に

絶
対
は
な
い
と
思
っ
て
い

る
。
今
後
、
事
故
が
な
い

よ
う
努
力
す
る
」
と
返
答

が
あ
っ
た
。

問　

市
民
や
、
規
制
委
員

会
か
ら
も
批
判
が
出
て
い

る
。
免
震
重
要
棟
建
設
に

つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に

答
え
た
の
か

答　

代
替
緊
急
時
対
策
所

に
つ
い
て
は
、「
求
め
ら

れ
る
機
能
が
ク
リ
ア
し
て

い
る
と
思
っ
て
い
る
」
旨
、

答
え
た
。

問　

事
故
時
の
拠
点
と
な

る
免
震
重
要
棟
建
設
、
市

民
か
ら
強
い
要
望
の
あ
る

避
難
計
画
策
定
に
、
九
州

電
力
が
取
り
組
む
よ
う
、

市
か
ら
要
望
し
て
欲
し
い

答　

検
討
す
る
。

水俣の文学者書籍
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今
後
の
み
な
く
る
バ
ス
の

 

取
り
組
み
は

問　

み
な
く
る
バ
ス
の
課

題
に
対
し
て
の
取
り
組
み

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か

答　

み
な
く
る
バ
ス
に
つ

い
て
は
、
九
州
新
幹
線
と

の
接
続
に
よ
る
利
便
性
を

改
善
す
る
た
め
、
平
成
28

年
３
月
28
日
か
ら
、
新
水

俣
駅
か
ら
エ
コ
パ
ー
ク
み

な
ま
た
間
の
運
行
を
行
う
。

　

利
用
環
境
の
改
善
と
し

て
水
俣
・
芦
北
地
域
木
材

需
要
拡
大
協
議
会
か
ら
、

ベ
ン
チ
11
台
を
３
月
下
旬

に
寄
贈
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

 中村　幸治  議員

新水俣駅─エコパーク
みなまた間の運行開始！

答　

市
民
生
活
に
直
結
す

る
問
題
な
の
で
、
運
行
状

況
、
利
用
状
況
、
市
民
の

意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
慎

重
な
検
討
が
必
要
と
考
え

て
い
る
。

希
望
の
あ
っ
た
自
治
会
に

設
置
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。

問　

茂
道
・
湯
ノ
鶴
ル
ー

ト
は
観
光
面
や
利
便
性
を

考
え
る
と
、
２
ル
ー
ト
に

分
け
る
べ
き
で
は
な
い
か

答　

路
線
分
割
に
つ
い
て

は
検
討
課
題
に
な
っ
て
い

る
。

問　

み
な
く
る
バ
ス
、
乗

合
タ
ク
シ
ー
の
運
賃
値
上

げ
を
ど
う
考
え
る
か

市
道
の
草
刈
り
等
の
管
理

水
俣
駅
が
夜
８
時
に
閉
鎖

問　

市
が
管
理
す
る
市
道

総
数
４
２
７
路
線
、
延
長

距
離
約
３
３
０
㎞
で
、
草

刈
り
や
枝
打
ち
等
は
、
市

民
の
要
望
に
対
応
で
き
て

い
る
の
か

答　

平
成
26
年
度
は
要
望

件
数
４
０
６
件
の
う
ち
、

草
刈
り
や
伐
採
等
の
要
望

は
61
件
で
、
35
件
は
土
木

課
職
員
に
よ
り
早
急
に
対

応
し
、
ほ
と
ん
ど
処
理
で

き
て
い
る
。
し
か
し
、
草

刈
り
や
支
障
木
伐
採
等
が

必
要
な
路
線
は
１
９
３
路

線
、
延
長
約
２
４
９
㎞
に

及
ぶ
こ
と
か
ら
、
多
く
の

路
線
で
は
適
正
な
草
刈
り

等
の
管
理
が
出
来
な
か
っ

た
り
、
市
民
自
ら
の
手
で

管
理
い
た
だ
い
て
い
る
の

が
現
状
で
あ
り
、
全
て
適

正
に
対
応
で
き
て
い
る
と

は
言
い
難
い
状
況
と
認
識

し
て
い
る
。

問　

地
域
の
高
齢
化
や
人

口
減
少
に
よ
っ
て
地
域
住

問　

終
電
ま
で
の
延
長
に

つ
い
て
、
肥
薩
お
れ
ん
じ

鉄
道
へ
要
望
し
た
の
か

答　

要
望
し
た
が
、
今
の

と
こ
ろ
は
難
し
い
と
の
こ

と
で
あ
る
。
今
後
も
引
き

続
き
要
望
を
し
て
い
き
、

よ
り
良
い
方
向
性
を
探
り

た
い
。

民
が
行
う
市
道
の
草
刈
り

等
は
、
今
後
負
担
が
大
き

く
な
っ
て
い
く
と
思
う
が
、

ど
う
対
処
し
て
い
く
つ
も

り
か

答　

地
域
で
ど
う
し
て
も

負
担
が
で
き
な
い
部
分
に

つ
い
て
は
、
当
然
市
が
直

営
で
、
も
し
く
は
外
注
に

よ
り
実
施
・
管
理
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
今
後
も
引
き
続
き

人
員
・
予
算
の
確
保
に
努

め
な
が
ら
、
市
民
の
安
全

で
快
適
な
交
通
環
境
が
提

供
で
き
る
よ
う
に
、
適
切

な
維
持
管
理
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

みなくるバス

新水俣駅
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八幡プール群護岸
補修では困難、改築が望ましい

 野中　重男  議員

水
俣
川
河
口
臨

海
部
振
興
構
想

に
つ
い
て

 

所
得
の
少
な
い
保
護
者
の

 

保
育
料
軽
減
に
つ
い
て

問　

市
道
に
な
っ
て
い
る

八
幡
プ
ー
ル
群
臨
海
部
の

護
岸
は
ど
の
よ
う
な
状
況

か
。
沖
合
の
日
奈
久
断
層

の
発
生
確
率
、
最
大
震
度
、

津
波
の
高
さ
は
ど
れ
く
ら

い
か
。
地
震
等
で
護
岸
が

崩
壊
す
る
と
有
機
水
銀
化

合
物
で
再
び
海
を
汚
染
す

る
可
能
性
は
な
い
の
か
。

こ
こ
の
工
事
と
な
れ
ば
多

額
の
費
用
が
必
要
と
考
え

ら
れ
る
。
費
用
は
ど
う
す

る
の
か

答　

幅
が
数
セ
ン
チ
程
度

の
大
き
な
ひ
び
割
れ
が
施

設
全
体
で
確
認
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
ひ
び
割
れ
は
コ

ン
ク
リ
ー
ト
内
部
へ
の
雨

水
や
海
水
の
侵
入
を
招
き

鉄
筋
腐
食
等
を
助
長
す
る

恐
れ
が
あ
る
。
す
で
に
空

洞
が
で
き
て
剥
離
、
剥
落
、

欠
損
も
出
て
い
る
。
ま
た
、

海
面
側
に
押
し
出
さ
れ
た

護
岸
が
背
面
土
圧
で
押
し

出
さ
れ
、
不
動
沈
下
し
護

岸
に
ず
れ
が
起
き
て
い
る

箇
所
も
多
く
確
認
さ
れ
て

問　

保
育
料
の
決
定
方
法

は
。
現
在
の
園
児
数
は
何

人
か
。
ま
た
、
保
護
者
の

市
民
税
が
３
，
０
０
０
円

ま
で
の
人
数
は
何
人
か
。

　

現
在
の
保
育
料
は
市
民

税
に
正
比
例
す
る
保
育
料

で
は
な
い
。
具
体
的
な
数

字
を
示
す
と
以
下
の
よ
う

に
な
る
。

・
市
民
税
３
，
０
０
０

円
の
世
帯
は
月
額
１
５
，

０
０
０
円
。

・
市
民
税
９
７
，
０
０
０

円
の
世
帯
は
月
額
２
８
，

０
０
０
円
。

　

市
民
税
の
差
は
32
倍
強

な
の
に
、
保
育
料
は
１
・

９
倍
で
し
か
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
所
得
が
少

な
い
保
護
者
の
負
担
が
重

い
。
こ
れ
は
累
進
保
育
料

に
十
分
な
っ
て
い
な
い
か

ら
だ
。
こ
れ
を
改
め
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
が

答　

保
育
料
は
世
帯
の
所

い
る
。
補
修
で
は
困
難
で

改
築
が
望
ま
し
い
。

　

活
断
層
が
動
く
こ
と

で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・

３
程
度
の
地
震
が
起
き
る

確
率
は
30
年
以
内
に
最
大

16
％
と
言
わ
れ
、
津
波
は

最
大
１
ｍ
で
あ
る
。
崩
壊

し
汚
染
が
な
い
と
は
言
え

な
い
。

　

費
用
は
国
や
県
等
の
補

助
金
は
な
い
か
、
ま
た
そ

の
他
の
財
源
は
な
い
か
等
、

検
討
し
て
い
る
。

得
状
況
に
応
じ
た
負
担
を

基
本
に
し
、
各
世
帯
の
市

民
税
額
、
均
等
割
額
、
所

得
割
額
に
よ
っ
て
毎
年
決

ま
る
。
保
育
料
は
24
区
分

を
設
定
し
て
い
る
。
国
の

基
準
は
８
区
分
だ
が
本
市

は
多
く
し
、
よ
り
世
帯
の

収
入
状
況
に
応
じ
た
保
育

料
に
し
て
い
る
。
年
間
の

市
民
税
が
３
，
０
０
０
円

以
下
の
世
帯
は
本
年
３
月

で
２
１
８
世
帯
で
全
体
に

占
め
る
割
合
は
26
・
8
％

で
あ
る
。
で
き
る
だ
け
格

差
は
な
く
さ
な
い
と
い
け

な
い
が
市
財
政
か
ら
の
持

ち
出
し
も
大
き
い
。
で
き

る
と
こ
ろ
か
ら
進
め
る
。

八幡プール

中央保育園
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 髙岡　利治  議員

県が水俣病提訴打診とあるが
事実関係は！

水
俣
病
問
題
に
つ
い
て

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
に
つ
い
て

問　

地
元
自
治
体
と
し
て
、

被
害
者
・
市
民
・
国
・

県
・
企
業
に
対
し
て
ど
の

よ
う
な
対
応
を
し
て
い
く

の
か

答　

被
害
者
へ
の
対
応
と

し
て
、
国
・
県
・
チ
ッ
ソ

に
医
療
費
や
療
養
費
の
負

担
、
日
常
生
活
へ
の
負
担

が
解
消
で
き
る
よ
う
、
ま

た
、
将
来
へ
の
不
安
が
解

消
で
き
る
よ
う
支
援
が
行

わ
れ
て
い
る
。

　

市
と
し
て
は
、
相
談
窓

口
を
設
置
し
認
定
申
請
や

生
活
相
談
等
、
患
者
や
市

民
か
ら
の
相
談
に
対
応
し

て
い
る
。

　

今
後
と
も
被
害
者
・
市

民
か
ら
の
意
見
や
チ
ッ
ソ

へ
の
継
続
支
援
等
、
引
き

続
き
国
・
県
等
に
伝
え
て

い
く
。

問　

今
年
１
月
１
日
の
新

聞
記
事
に
熊
本
県
が
水
俣

病
訴
訟
打
診
と
あ
る
が
、

県
の
動
き
と
内
容
に
つ
い

て
ど
う
思
う
か

答　

熊
本
県
に
確
認
し
た

と
こ
ろ
、
記
事
に
あ
る
よ
う

な
県
か
ら
の
働
き
か
け
は

一
切
な
い
と
の
回
答
だ
っ

た
。

問　

県
が
そ
の
よ
う
な
事

実
は
な
い
と
言
っ
た
か
ら
、

そ
れ
で
納
得
す
る
の
か
。

こ
の
件
に
関
し
て
、
一
般

質
問
の
通
告
が
あ
っ
て
初

め
て
問
い
合
わ
せ
を
し
た

の
か
、
そ
れ
と
も
１
月
の

新
聞
記
事
が
載
っ
て
か
ら

対
応
を
し
た
の
か
。
今
後
、

市
と
し
て
事
実
関
係
を
独

自
に
調
査
を
す
る
気
は
な

い
の
か

答　

事
実
を
確
認
す
る
の

は
市
で
は
な
く
県
が
す
る

こ
と
な
の
で
は
な
い
か
。

　

市
独
自
に
事
実
関
係
を

調
査
す
る
つ
も
り
は
な
い

し
、
議
論
を
す
る
つ
も
り

も
な
い
。

問　

県
が
そ
の
よ
う
な
動

き
を
し
た
事
実
が
あ
る
な

ら
ば
、
大
き
な
問
題
だ
と

の
意
識
と
危
機
感
は
な
い

の
か

答　

新
聞
記
事
一
つ
ひ
と

つ
に
対
応
し
て
い
く
こ
と

は
な
い
。
県
の
動
き
で
あ

れ
ば
、
県
が
対
応
す
べ
き

で
あ
る
。

問　

現
在
の
状
況
と
市
の

こ
れ
ま
で
の
対
応
は

答　

事
業
主
体
で
あ
る
林

業
会
社
か
ら
は
融
資
が
大

き
な
課
題
で
あ
る
と
聞
い

て
お
り
、
事
業
化
に
向
け

て
の
進
展
は
な
い
。

問　

事
業
者
に
対
し
て
、

市
側
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
は

し
て
い
る
の
か
。
今
ま
で

６
千
万
円
近
い
予
算
を

使
っ
て
い
て
、
事
業
性
が

な
い
の
で
あ
れ
ば
、
結
論

を
出
す
べ
き
で
は
な
い
の

か答　

連
絡
は
取
っ
て
い
る
。

現
在
市
と
し
て
は
、
企
業

を
誘
致
す
る
と
い
う
ス
タ

ン
ス
な
の
で
、
門
戸
は
広

げ
て
お
く
べ
き
だ
と
思
う
。

※
そ
の
他
、

○
市
長
の
基
本
方
針
に
つ

い
て

○
地
方
創
生
の
推
進
に
つ

い
て

○
肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
水

俣
駅
前
広
場
の
再
整
備
事

業
に
つ
い
て

○
産
業
振
興
・
観
光
振
興

に
つ
い
て

○
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て

○
社
会
基
盤
の
整
備
に
つ

い
て
を
質
問
し
ま
し
た
。

水俣メモリアル
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 小路　貴紀  議員

平
成
28
年
度
施
政
方
針
に

お
け
る
市
長
所
信
表
明

地
場
企
業

と
の
連
携

問　

12
月
議
会
で
市
長
が

述
べ
た
４
大
公
害
地
域
サ

ミ
ッ
ト
開
催
の
意
図
は

答　

公
害
地
域
の
自
治
体

代
表
者
に
参
集
願
い
、
サ

ミ
ッ
ト
開
催
等
を
予
定
し

て
い
た
が
、
日
程
的
に
困

難
と
判
断
し
見
送
る
こ
と

と
し
た
。
代
替
案
と
し
て

子
ど
も
た
ち
や
学
校
関
係

者
等
の
参
加
を
得
て
、
環

境
学
習
に
関
す
る
交
流
会

議
を
開
催
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

問　

子
ど
も
た
ち
が
水
俣

病
問
題
を
学
ぶ
機
会
は
既

に
あ
る
。
60
周
年
事
業
と

し
て
子
ど
も
た
ち
を
対
象

と
す
る
必
要
性
は
感
じ
な

い
。
む
し
ろ
公
害
の
イ

メ
ー
ジ
を
克
服
し
た
他
地

策
部
の
要
員
を
含
め
た
体

制
が
明
確
に
な
っ
て
い
な

い
。
組
織
と
し
て
機
能
す

る
の
か

答　

重
要
施
策
の
実
行
に

あ
た
っ
て
は
総
合
政
策
部

を
中
心
に
、
各
部
署
に
横

串
を
入
れ
て
連
携
を
強
化

し
、
総
合
的
に
調
整
す
る

組
織
と
し
て
機
能
さ
せ
て

い
き
た
い
。

60周年事業として子どもたちを対象
とするイベントの必要性は感じない

域
の
ま
ち
づ
く
り
を
学
ぶ

方
が
先
だ
と
思
う
が
ど
う

か答　

水
俣
の
イ
メ
ー
ジ
を

変
え
て
い
く
に
は
難
し
い

問
題
も
あ
る
が
、
水
俣
の

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
情

報
を
市
民
に
発
信
し
な
が

ら
一
緒
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

問　

新
生
児
に
木
の
お
も

ち
ゃ
を
贈
る
ウ
ッ
ド
ス

タ
ー
ト
事
業
に
つ
い
て
、

行
政
側
か
ら
特
定
の
物
で

は
な
く
、
お
も
ち
ゃ
券
と

し
て
保
護
者
が
選
択
で
き

れ
ば
市
内
業
者
に
広
く
恩

恵
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う

か答　

自
然
を
大
事
に
す
る

子
ど
も
を
育
て
る
に
は
木

の
お
も
ち
ゃ
が
良
い
と
判

断
し
た
。

問　

施
策
の
ス
ピ
ー
ド

ア
ッ
プ
等
を
図
る
た
め
４

月
に
新
設
さ
れ
る
総
合
政

問　

南
九
州
西
回
り
自
動

車
道
水
俣
イ
ン
タ
ー
建
設

に
伴
い
、
地
場
企
業
２
社

が
社
屋
移
転
と
な
っ
た
。

税
収
面
で
も
貢
献
さ
れ
て

い
る
企
業
に
対
し
て
、
水

俣
に
残
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
市
側
か
ら
お
願
い
し
た

こ
と
は
あ
る
か

答　

特
段
の
お
願
い
は
し

て
い
な
い
。
市
に
と
っ
て

貴
重
な
地
場
企
業
と
認
識

し
な
が
ら
、
配
慮
が
足
ら

な
か
っ
た
と
反
省
し
て
い

る
。

問　

財
源
が
乏
し
い
当
市

に
あ
っ
て
は
、
地
場
企
業

と
連
携
し
て
市
の
有
益
に

繋
げ
る
こ
と
も
で
き
る
は

ず
で
あ
る
。
市
民
の
生
活

向
上
の
面
か
ら
も
市
道
等

の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
関
し

て
、
ど
の
よ
う
な
支
援
が

で
き
る
の
か

答　

必
要
に
応
じ
て
判
断

す
る
こ
と
に
な
る
。
連
携

不
足
が
あ
れ
ば
改
善
し
、

し
っ
か
り
と
市
が
関
与
し

て
い
け
る
よ
う
努
め
た
い
。

　

そ
の
他
、
自
主
財
源
の

確
保
に
繋
げ
る
取
り
組

み
と
し
て
「
ふ
る
さ
と
納

税
」
に
つ
い
て
質
問
し
ま

し
た
。

汐見町に社屋移転した南九州センコー㈱と㈲サン自動車興業整備工場

汐見町やぶさ橋から３号線を望む
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未婚のひとり親家庭に
寡婦控除みなし適用を

問　

所
得
税
法
で
は
、
婚

姻
歴
の
な
い
ひ
と
り
親
に

は
寡
婦
（
夫
）
控
除
の
適

用
が
な
い
。
こ
れ
は
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
に
ど
の
よ
う

な
違
い
を
生
ん
で
い
る
か

答　

所
得
額
を
根
拠
に
算

定
さ
れ
る
制
度
す
べ
て
に

影
響
す
る
。
主
な
事
業
に

公
営
住
宅
の
家
賃
が
あ
げ

ら
れ
る
が
、
法
改
正
が
あ

り
今
年
10
月
か
ら
寡
婦
控

除
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。
母
子
福
祉
に
係
る

も
の
で
は
保
育
料
、
ひ
と

り
親
家
庭
等
の
医
療
費
助

成
制
度
等
、
各
種
制
度
が

利
用
料
等
に
差
異
を
生
じ

る
可
能
性
が
あ
る
。

問　

該
当
す
る
世
帯
は
ど

れ
く
ら
い
あ
る
か

答　
ひ
と
り
親
世
帯
３
０
９

世
帯
の
う
ち
、
33
世
帯
が

未
婚
世
帯
で
あ
る
。

問　

日
本
弁
護
士
連
合
会

が
総
務
省
宛
に
出
し
た
意

見
書
で
は
、
こ
う
し
た
差

別
的
扱
い
が
、
親
を
選
択

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
子

ど
も
に
大
き
な
経
済
的
不

利
益
を
生
ん
で
い
る
と
し

て
、
改
め
る
よ
う
求
め
て

い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
市

の
見
解
は
い
か
が
か

答　

税
法
改
正
が
な
さ
れ

れ
ば
こ
の
よ
う
な
差
異
は

生
じ
な
い
の
で
、
議
論
さ

れ
る
べ
き
だ
と
思
う
。

 髙岡　朱美  議員

税
法
上
の
差
別
が
生
む
子
ど
も

へ
の
経
済
的
不
利
益
を
緩
和
で

き
な
い
か

障
が
い
者
に
優
し
い
街
づ
く
り

条
例
制
定
で
、
こ
こ
ろ
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
を

問　

水
俣
市
障
が
い
者
計

画
の
目
的
は
何
か
。
当
事

者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
か
ら

何
か
わ
か
っ
た
の
か

答　

基
本
理
念
は
障
害
の

有
無
で
わ
け
隔
て
さ
れ
る

こ
と
な
く
、
個
を
尊
重
し

あ
う
共
生
社
会
の
実
現
で

あ
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

53
％
の
人
が
水
俣
は
障
が

い
者
に
と
っ
て
暮
ら
し
や

す
い
、
あ
る
程
度
暮
ら
し

や
す
い
と
答
え
て
い
る
。

問　

こ
れ
を
限
り
な
く

１
０
０
％
に
近
づ
け
る
こ

と
が
障
が
い
者
基
本
法
の

目
指
す
社
会
で
あ
る
。
熊

本
県
や
別
府
市
で
は
、
独

自
に
条
例
を
定
め
計
画
を

推
進
し
て
い
る
。
条
例
が

あ
る
こ
と
で
、
相
談
窓
口

を
設
置
で
き
、
職
場
の
指

問　

国
の
法
改
正
を
待
た

ず
と
も
、
み
な
し
適
用
を

行
っ
て
い
る
自
治
体
も
あ

る
が
、
や
る
気
は
な
い
か

答　

市
独
自
に
保
育
料
の

軽
減
措
置
を
行
っ
て
い
る

が
、
差
異
が
生
じ
て
い
る

可
能
性
は
あ
る
。
基
本
的

に
は
税
法
改
正
の
中
で
解

消
さ
れ
る
べ
き
課
題
だ
と

考
え
る
の
で
国
の
動
向
を

見
な
が
ら
対
応
を
考
え
た

い
。

導
等
も
し
や
す
い
と
聞
い

て
い
る
。

　

す
べ
て
を
バ
リ
ア
フ

リ
ー
に
は
で
き
な
い
が
、

周
り
の
人
が
バ
リ
ア
フ

リ
ー
に
な
れ
ば
お
金
は
要

ら
な
い
。
こ
れ
は
あ
る
施

設
職
員
の
言
わ
れ
た
言
葉

で
あ
る
。
市
民
・
障
が
い

者
・
関
係
者
が
同
じ
テ
ー

ブ
ル
で
条
例
づ
く
り
に
関

わ
れ
ば
お
互
い
の
理
解
も

進
み
や
す
い
。
水
俣
で
も

条
例
を
設
置
す
る
考
え
は

な
い
か

答　

熊
本
県
の
条
例
が
あ

る
。
現
段
階
で
は
そ
の
よ

う
な
考
え
は
な
い
。

　

そ
の
他
、
イ
ノ
シ
シ
被

害
対
策
に
つ
い
て
質
問
し

ま
し
た
。
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問　

水
俣
駅
に
つ
い
て
、

12
月
議
会
に
て
水
俣
駅
舎

の
閉
ま
る
時
間
を
終
電
ま

で
出
来
な
い
か
及
び
ホ
ー

ム
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置

で
き
な
い
か
と
要
望
し
た
。

そ
の
後
何
ら
か
の
進
展
は

あ
っ
た
の
か

答　

12
月
24
日
の
肥
薩
お

れ
ん
じ
鉄
道
株
式
会
社
の

取
締
役
会
や
１
月
の
市
長

へ
の
新
年
挨
拶
の
時
に
市

長
の
方
か
ら
要
望
し
て
い

る
が
、
肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄

道
か
ら
は
ど
ち
ら
も
難
し

い
と
の
回
答
で
あ
っ
た
。

問　

水
俣
駅
前
広
場
の
再

整
備
事
業
に
つ
い
て
ど
の  塩﨑　達朗  議員

様
な
整
備
を
ど
の
範
囲
ま

で
実
施
す
る
の
か

答　

北
側
と
南
側
に
あ
る

駐
輪
場
を
北
側
に
集
約
し

て
屋
根
付
き
駐
輪
場
に
し
、

南
側
は
バ
ス
の
乗
降
や
待

合
室
の
機
能
を
充
実
さ
せ

る
た
め
バ
ス
乗
降
場
所
の

ス
ペ
ー
ス
の
拡
大
や
待
合

室
も
拡
充
す
る
。
待
合
室

に
は
照
明
の
ほ
か
観
光
情

報
掲
示
板
の
設
置
等
を
考

え
て
お
り
、
ベ
ン
チ
や
植

栽
を
設
置
し
休
憩
で
き
る

場
所
を
整
備
し
て
、
夜
間

暗
か
っ
た
水
銀
灯
を
Ｌ
Ｅ

Ｄ
照
明
に
替
え
て
防
犯
・

安
全
の
向
上
を
図
る
。
整

備
範
囲
は
水
俣
駅
前
の
北

側
及
び
南
側
の
広
場
と
国

道
３
号
線
へ
繋
が
る
通
り

ま
で
と
な
る
。

問　

市
外
か
ら
本
市
に
移

り
住
も
う
と
す
る
人
達
へ

の
補
助
な
ど
は
あ
る
の
か

答　

移
住
者
に
限
っ
て
の

補
助
制
度
は
今
の
と
こ
ろ

な
い
が
、
移
住
者
の
方
も

利
用
で
き
る
制
度
は
い
く

つ
か
あ
る
。

水俣市の玄関口に相応しい
水俣駅周辺整備事業を

分
は
主
に
和
田
岬
公
園
付

近
で
３
月
末
完
了
を
予
定

し
て
い
る
。
尚
、
景
観
に

配
慮
し
た
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

も
設
置
す
る
。

問　

12
月
議
会
で
要
望
し

た
湯
の
鶴
温
泉
セ
ン
タ
ー

ほ
た
る
の
湯
の
開
館
時
間

等
は
そ
の
後
指
定
管
理
者

と
話
を
し
た
の
か
、
ま
た

何
か
進
展
は
あ
っ
た
か

答　

指
定
管
理
者
の
15
区

自
治
会
と
協
議
を
し
た
結

問　

湯
の
児
海
岸
道
路
が

だ
い
ぶ
傷
ん
で
い
る
所
が

多
い
が
、
整
備
等
の
予
定

は
な
い
か

答　

市
が
管
理
す
る
道
路

の
未
舗
装
部
分
等
を
除
く

路
線
の
舗
装
の
痛
み
具
合

を
調
査
し
た
結
果
、
湯
の

児
海
岸
道
路
で
は
今
年
度

か
ら
平
成
29
年
度
完
了
を

目
標
に
計
画
的
に
舗
装
の

修
繕
を
行
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。
今
年
度

観
光
振
興
に
つ
い
て

湯
の
児
・
湯
の
鶴
温
泉
に
つ
い
て

移
住
定
住
の
促
進

に
つ
い
て

果
、
毎
週
月
曜
日
が
休
館

日
で
あ
る
が
28
年
度
か
ら

は
月
曜
日
が
祝
祭
日
の
場

合
、
翌
日
の
火
曜
日
を
休

館
日
に
変
更
す
る
事
と

な
っ
た
。
開
館
時
間
に
関

し
て
は
地
元
住
民
を
雇
用

し
て
お
り
営
業
時
間
を
延

長
す
る
と
終
了
時
間
が
遅

く
な
り
、
地
元
か
ら
の
人

員
確
保
が
困
難
に
な
る
事

か
ら
変
更
は
し
な
い
方
が

良
い
と
の
意
見
で
あ
っ
た
。

現在の水俣駅
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答　
確
か
に
減
少
し
て
い

る
。
理
由
は
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、

後
継
者
問
題
、
職
人
の
確
保
、

公
共
工
事
、
仕
事
の
減
少
等

が
考
え
ら
れ
る
。

問　

建
設
業
者
は
、
災
害

発
生
時
に
無
く
て
は
な
ら

な
い
存
在
で
あ
る
。
こ
れ

以
上
企
業
が
減
ら
な
い
よ

う
に
、
市
道
の
維
持
管
理

予
算
を
増
額
し
て
、
公
共

工
事
を
増
や
す
べ
き
で
は

な
い
か

答　

建
設
業
者
の
減
少
に

は
危
惧
し
て
い
る
。
限
ら

れ
た
予
算
な
の
で
出
来
る

だ
け
配
慮
し
て
い
き
た
い
。

問　

平
成
27
年
度
は
大
雨

や
台
風
・
大
雪
等
、
近
年
稀

に
み
る
自
然
災
害
が
発
生
し

た
が
、
道
路
の
応
急
復
旧
作

業
等
の
流
れ
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か

答　

水
俣
市
建
設
業
協
会

と
締
結
し
た
「
災
害
時
に
お

け
る
応
援
に
関
す
る
協
定

書
」
に
基
づ
い
て
、
土
砂
の

撤
去
や
除
雪
等
の
復
旧
作
業

を
委
託
し
て
い
る
。

問　

水
俣
市
建
設
業
協
会

の
登
録
企
業
が
減
っ
て
い

る
と
聞
く
が
実
態
は
ど
う

か
。
ま
た
、
減
少
の
原
因

を
ど
う
捉
え
て
い
る
か

谷口　明弘  議員

定員割れが続く
水俣高校の支援に
水俣市も乗り出すべき

問　

こ
こ
数
年
、
水
俣
高

校
の
定
員
割
れ
が
続
い
て

い
る
。
募
集
定
員
２
８
０

人
に
対
し
て
受
験
者
が

１
６
０
人
で
約
６
割
と
な

る
。
地
元
高
校
の
支
援
策

に
乗
り
出
す
自
治
体
が
現

れ
始
め
た
が
、
水
俣
市
も

支
援
を
打
ち
出
す
べ
き
で

は
な
い
か

答　

水
俣
高
校
の
定
員
割

れ
問
題
は
大
変
危
惧
し
て

い
る
。
最
近
で
は
慶
應
義

問　

ふ
る
さ
と
納
税
で
、

特
産
品
の
知
名
度
を
上
げ
、

地
元
企
業
を
全
国
区
に
す

る
等
、
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン

が
必
要
と
思
う
が

答　

子
育
て
や
移
住
定
住

に
力
を
入
れ
る
と
い
う
方

針
で
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

問　

魅
力
あ
る
返
礼
品
の

品
ぞ
ろ
え
と
量
の
確
保
が

勝
ち
組
と
負
け
組
の
分
か

れ
目
と
な
る
が
、
返
礼
品

に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
考

え
を
持
っ
て
い
る
の
か

答　

地
元
の
も
の
か
ら
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

問　

ズ
バ
リ
、
目
標
金
額

は
、
い
く
ら
と
考
え
て
い

る
の
か

答　

目
標
を
数
値
と
し
て

出
せ
る
よ
う
な
段
階
で
は

な
い
し
、
今
の
と
こ
ろ
考

え
て
い
な
い
。

塾
大
学
の
学
生
と
交
流
す

る
機
会
を
設
け
た
り
、
奨

学
金
を
設
け
た
り
と
支
援

に
乗
り
出
し
て
い
る
。

問　

鹿
児
島
県
長
島
町
が

始
め
た
「
ブ
リ
奨
学
金
」

は
、
奨
学
金
を
受
け
た
子

供
が
卒
業
後
地
元
に
帰
っ

て
き
た
ら
、
返
還
を
免
除

さ
れ
る
仕
組
み
で
あ
る
。

補
助
金
や
奨
学
金
を
出

し
っ
ぱ
な
し
に
す
る
の
で

は
な
く
、
地
元
に
回
帰
す

る
制
度
設
計
と
し
て
見
習

う
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か

答　

検
討
し
て
い
き
た
い
。

ふ
る
さ
と
納
税

制
度
に
つ
い
て

水
俣
高
校
定
員

割
れ
に
つ
い
て

自
然
災
害
と
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の

確
保
に
つ
い
て

県道の除雪風景
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小
中
学
校
の
一
貫
教
育
の

 

具
体
的
推
進
に
つ
い
て

 

競
り
舟
の
老
朽
化
対
策
と

 

大
会
運
営
に
つ
い
て

問　

水
俣
市
は
環
境
省
所

管
の
環
境
調
査
研
修
所
を

要
望
し
た
。
そ
の
後
の
経

過
と
見
通
し
は

答　

３
月
５
日
「
内
定
」

の
報
道
が
あ
り
、
月
内
の

最
終
決
定
に
期
待
し
て
い

る
。

問　

一
部
機
能
の
移
転
で

終
わ
ら
な
い
よ
う
さ
ら
に

努
力
を
お
願
い
す
る
。
誘

致
す
る
こ
と
で
の
効
果
は

答　

国
内
外
か
ら
の
来
水

に
よ
る
交
流
の
促
進
、
水

俣
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
、

経
済
効
果
に
期
待
し
て
い

る
。

問　

残
る
課
題
は
な
に
か

答　

受
け
入
れ
る
た
め
の

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
面
の
整

問　

文
部
科
学
省
は
学
校

教
育
法
を
改
正
し
、
本
年

４
月
１
日
に
施
行
。
小
中

学
校
の
９
年
間
の
義
務
教

育
の
制
度
化
の
弾
力
的
運

用
で
一
貫
教
育
の
推
進
を

図
る
狙
い
が
あ
る
。
本
市

の
対
応
と
課
題
は

答　

小
中
一
貫
教
育
の
推

進
は
、
学
力
向
上
や
社
会
性

の
育
成
機
能
の
強
化
等
メ

リ
ッ
ト
は
大
き
い
。
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
・
ス
ク
ー
ル
や

地
域
支
援
本
部
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
小
中
学
校

の
連
携
を
目
指
し
て
行
く
。

問　

小
中
一
貫
教
育
を
推

進
す
る
た
め
の
準
備
委
員

会
等
の
設
置
は
考
え
ら
れ

な
い
か

答　

庁
内
に
教
育
振
興
計

画
策
定
委
員
会
の
た
め
の

備
、
関
連
施
設
の
資
料
や

設
備
の
充
実
等
が
あ
る
。

岩阪　雅文  議員

政府機関の一部移転が内定
（地方創生）

地
方
創
生
に
お
け
る
政
府
機

関
の
地
方
移
転
に
つ
い
て

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
設
置
し

た
い
。
小
中
一
貫
教
育
に

つ
い
て
も
、
協
議
を
進
め

て
い
き
た
い
。

問　

袋
校
区
、
緑
東
校
区

は
す
で
に
地
域
支
援
本
部

を
設
置
、
学
校
も
隣
接
し

て
い
る
両
校
区
を
モ
デ
ル

校
と
し
て
、
積
極
的
に
英

語
等
の
教
科
乗
り
入
れ
を

実
施
し
て
は
ど
う
か

答　

現
段
階
で
は
考
え
て

い
な
い
。
先
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
中
で
検
討
す
る
際

の
参
考
に
す
る
。
教
科
乗

り
入
れ
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
検
討
が
必
要
で
あ
り
、

か
な
り
の
時
間
を
要
す
る
。

小
中
学
校
で
連
携
の
取
り

や
す
い
も
の
か
ら
段
階
的

に
始
め
る
。

問　

競
り
舟
が
老
朽
化
し

て
い
る
木
造
船
の
建
造
、

補
修
が
困
難
と
聞
く
が
、

今
後
の
見
通
し
は

答　

建
造
費
や
維
持
管
理

等
も
考
慮
し
Ｆ
Ｒ
Ｐ
製
の

導
入
に
つ
い
て
も
検
討
す

る
。

問　

競
り
舟
を
水
俣
の
ご

当
地
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
内

外
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
大
会

と
し
て
取
り
組
む
考
え
は

な
い
か

答　

市
長
部
局
を
含
め
全

庁
的
な
レ
ベ
ル
で
検
討
し

て
行
く
必
要
が
あ
る
。

問　

駐
車
場
や
イ
ベ
ン
ト

会
場
の
併
設
で
き
る
水
俣

湾
で
開
催
で
き
な
い
か

答　

港
湾
を
利
用
し
て
い

る
関
係
企
業
の
了
解
が
得

ら
れ
れ
ば
可
能
で
あ
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
を
実

施
し
て
確
認
が
で
き
れ
ば

具
体
的
な
計
画
、
検
討
を

行
う
。

袋中学校
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ＰＤＣＡサイクルの重要性を
再確認し、明確な事業推進を

問　

新
事
業
創
出
・
事
業

化
支
援
事
業
は
分
野
を
絞

り
計
画
を
進
め
る
事
を
提

案
す
る
が
、
ど
の
よ
う
に

考
え
る
か

答　

そ
の
様
な
意
見
も
あ

る
と
思
う
が
、
今
後
は
、

複
数
案
件
が
あ
る
場
合
は
、

起
業
し
た
い
方
の
意
向
を

聞
き
、
あ
る
程
度
の
可
能

性
が
あ
る
も
の
は
、
支
援

を
し
て
い
き
た
い
。

問　

木
の
ぬ
く
も
り
よ
り

も
親
子
の
ぬ
く
も
り
が
大

切
で
あ
り
、
絵
本
を
贈
呈

す
る
事
業
の
拡
充
が
子
育

て
支
援
に
は
重
要
と
考
え桑原　一知  議員

明
確
な
事
業
計
画

の
実
施
を

防
災
強
化
と

消
防
団
の
支
援
を

鳥
獣
被
害
対
策

る
が

答　

本
を
子
ど
も
に
読
ん

で
あ
げ
る
事
は
非
常
に
重

要
で
、
推
進
さ
れ
る
方
も

お
ら
れ
る
が
、
今
回
は
木

の
ぬ
く
も
り
を
伝
え
る
た

め
木
製
の
お
も
ち
ゃ
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
た
い
と
考
え

た
。
乳
幼
児
が
親
子
で
遊

べ
る
お
も
ち
ゃ
で
、
デ
ザ

イ
ン
は
決
ま
っ
て
い
な
い
。

問　

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

を
機
能
さ
せ
る
為
に
も
事

業
の
評
価
や
改
善
は
、
予

算
編
成
前
に
チ
ェ
ッ
ク
す

る
事
も
重
要
と
考
え
る
が

答　

計
画
が
決
ま
っ
て
か

ら
予
算
を
計
上
す
る
と

い
う
の
が
良
い
と
思
う

が
、
現
状
は
予
算
あ
り
き

で
、
具
体
的
な
事
業
の
中

身
は
あ
と
か
ら
考
え
て
い

る
。
予
算
前
に
具
体
的
な

事
業
を
計
画
し
て
も
出
来

な
け
れ
ば
批
判
に
繋
が
る

の
で
、
明
確
で
は
な
い
が
、

ま
ず
は
予
算
を
計
上
し
て

議
会
で
承
認
を
得
る
こ
と

が
優
先
に
な
っ
て
い
る
。

問　

猟
友
会
の
後
継
者
不

足
の
対
策
は
考
え
て
い
る
か

答　

銃
・
わ
な
の
免
許
取

得
の
為
の
費
用
、
ハ
ン

タ
ー
保
険
、
狩
猟
税
の
免

除
、
出
動
・
捕
獲
等
に
対

し
て
補
助
金
を
交
付
し
て

い
る
が
、
今
後
も
後
継
者

確
保
の
対
策
に
つ
い
て
、

猟
友
会
と
協
議
を
進
め
る
。

問　

桜
野
・
中
木
場
地
区

に
お
い
て
県
補
助
事
業
を

活
用
し
、「
有
害
鳥
獣
か

ら
守
れ
る
集
落
」
に
取
り

組
ん
で
い
る
が
、
他
の
地

区
で
も
実
施
す
る
考
え
は

な
い
か

答　

こ
の
事
業
に
つ
い
て

は
、
２
地
区
と
同
様
に
鳥

獣
の
被
害
を
受
け
て
い
る

地
区
か
ら
、
相
談
を
受
け

て
い
る
。
来
年
度
も
県
に

対
し
て
事
業
要
望
を
行
い
、

他
の
地
区
に
つ
い
て
も
対

策
を
進
め
て
い
く
。

問　

積
雪
・
寒
波
の
際
に

道
路
情
報
等
を
防
災
行
政

無
線
で
広
報
す
る
必
要
は

な
か
っ
た
の
か

答　

交
通
規
制
の
実
施
箇

所
が
多
か
っ
た
為
、
屋
外

放
送
で
は
、
内
容
の
把
握

が
難
し
い
の
で
は
な
い
か

と
考
え
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
の
周
知
を
実
施
し
た
。

問　

消
防
団
や
そ
の
家
族

が
、
市
内
の
お
店
で
各
種

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と

で
、
団
員
確
保
や
各
種
商

店
の
集
客
を
期
待
で
き
る

が
、
導
入
に
つ
い
て
考
え

は
な
い
か

答　

消
防
団
確
保
等
に
は

有
効
な
取
り
組
み
と
考
え

て
い
る
。
今
後
は
、
商
工

会
等
の
各
種
関
係
団
体
と

協
議
検
討
し
て
い
く
。

東部地区の大雪

消防団の放水点検
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春
は
別
れ
の
卒
業
式
、
新
し
い

出
会
い
の
入
学
式
と
、
人
生
節
目

の
大
切
な
季
節
で
す
。

　

３
月
26
日
、
北
海
道
新
幹
線
が

開
通
し
ま
し
た
。
朝
か
ら
テ
レ
ビ

で
は
、
各
駅
中
継
で
開
通
の
様
子

を
伝
え
て
い
ま
し
た
が
、
一
度
は

飛
行
機
で
は
な
く
、
新
幹
線
を
利

用
し
て
北
海
道
旅
行
を
し
た
い
も

の
で
す
ね
。
し
か
し
、
北
海
道
新

幹
線
開
通
は
、
ま
ば
ゆ
い
光
の
陰

に
８
つ
の
駅
が
廃
止
さ
れ
る
現
実

が
あ
り
ま
す
。
石
北
本
線
の
白
滝

駅
は
そ
の
１
つ
で
す
。
こ
の
駅
は

終
戦
直
後
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
開
拓
民

の
要
望
で
開
業
、
当
時
は
寄
附
を

募
り
、
ホ
ー
ム
や
待
合
室
を
住
民

自
ら
の
手
で
造
っ
た
そ
う
で
す
。

こ
の
駅
を
利
用
す
る
の
は
一
人
の

女
子
高
校
生
だ
け
、
彼
女
の
卒
業

と
同
時
に
駅
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

　

編
集
委
員
会
に
も
、
担
当
職
員

の
異
動
が
あ
り
、
別
れ
と
出
会
い

が
あ
り
ま
し
た
。

編
集
委
員
（
委
員
は
50
音
順
）

　
　

委
員
長　

中
村　

幸
治

　
　

副
委
員
長　

髙
岡　

朱
美

　
　

委　
　

員　

桑
原　

一
知

　
　
　
　

〃　　
　

小
路　

貴
紀

　
　
　
　

〃　　
　

田
中　

睦

　
　
　
　

〃　　
　

谷
口　

明
弘

　
　
　
　

〃　　
　

福
田　

斉

　
　
　
　

〃　　
　

藤
本　

寿
子

１月４日　仕事始め式
１月10日　第66回熊日三太郎駅伝競走大会
　　　　　水俣市成人式式典（水俣市文化会館）
１月19日　厚生文教常任委員会行政視察（大分県
　～21日　豊後高田市・別府市・宮崎県都城市）
２月２日　議会運営委員会行政視察（福岡県宗像
　～３日　市・篠栗町・嘉麻市）
２月23日　平成28年第１回水俣市議会定例会開会
２月24日　平成28年度予算説明会
　～26日
３月８日　一般質問
　～10日
３月11日　各常任委員会
３月14日　総務産業常任委員会
３月17日　平成28年第１回水俣市議会定例会閉会
３月30日　厚生文教常任委員会行政視察（福岡県
　～31日　北九州市・新宮町・大木町）

（Ｈ28. １. １～３.31）

平成28年度一般会計予算について、全員協議
会を開催し、各課から説明を受けました。

12月から議会会議録検索システムを導入しました！！
水俣市ＨＰから市議会ページ→  水俣市議会会議録検索  をクリック

会議名、期日、発言者、キーワードなどで検索できます。

※会議録データは今後、追加していきます。

クリック
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